
七段に向けて【その１：六段初挑戦のふがいなさ】  
 
私事ではありますが、平成１９年（２００７年）１１月２９日に、東京武道館

で六段をいただき、６年経ち、ようやく昨年（２０１３年）１１月に、七段受

審の資格をいただける身となりました。 
 
	
 ご承知いただきたいのが、特に私自身が厳しい稽古に身を置いて修行してい

る訳ではございません。大した実績もありません。一会社員です。 
	
 従いまして、これから、ご自身の昇段を目指す皆様方のちょっとした「道標

（みちしるべ）」となれば幸いです。そんな風にこの手記をお読みいただけたら

と思います。 
	
 恥ずかしながら七段を語る前に、六段審査を振り返らずにはと思いますので

おつきあいただきたいと思います。 
 
	
 さかのぼりますと、六段受審は二回目での合格でした。初挑戦は、８月に長

野のオリンピック会場であるスケート場でしたが、この時は車で朝早く自宅を

出て、会場には７時くらいには着いていたと思います。県外での審査はもちろ

ん初めてでした。確かこの時は、神奈川県警・高鍋	
 進選手、埼玉県警・村山

千夏選手も受けて合格されていたと記憶しています。当の私はと言えば、見事

「不合格」でした。もちろん緊張もありますが、とにかく周りは各県の五段の

猛者という印象で、立ち会いをみていても「うわーっ、こりゃぁ~全ての方が

合格するんじゃないか？」と思うばかりでした。 
	
 お相手は千葉の方ともう一方は存じ上げず。審査前に垂れに番号シールを貼

るので出番前にご挨拶した。後で知人に聞くと 
「そりゃまずい。落ちるのも合格させてくれるのもそのお相手。真剣勝負をこ

れから挑むのに、そのお相手を倒さなくてはあんたの合格はあり得ないんだよ。

不要な事だ。終了してからなら構わないが…」 
なるほど。そういうものなのか。礼儀を重んずるとするならば、それは立ち会

いの時に礼をする訳だから事前にする必要も無い訳だ。むしろ「情」をかける

ような行為は慎んだ方がいいのかと思い反省でした。 
 
	
  
 



	
 審査が近づき、パイプ椅子に４人横並びに整列。壁に仕切られた会場のスペ

ースでしか素振りは許されず、準備運動のみで、いきなり防具をつけて本番に

臨む。これは審査を受ける人は知っておいたほうがいい。いきなり自分のペー

スに持ち込まないといけないのです。「はじめ！」のかけ声と共にエンジン全開

にしないといけないのです。 
	
 一人目はそのご挨拶した千葉の方。身長が高く、私と同じ、剣道リバイバル

組。連盟の先生からは１５－２０秒は打つな。練っていかないとダメだと指導さ

れていました。しかし、無情にも攻めきったという実感も無く、かろうじて「抜

き胴」が決まったかに思えましたが、一体、自分は何をどうして、どうしたか

ったのか？思い出せない。二人目。その余波で「不合格」の３文字が脳裏をよ

ぎる。こんな長野くんだりまで来て（失礼）オメオメ帰るわけにはいかない。

持ち前の負けん気が….しかし、１分間で一人目の失敗を取り戻し、有効打突を
決めて、なおかつ、お相手を圧倒するような運びには至らなかった。 
カミさんがビデオで撮影してくれていたので後で再生してみると、まるで有効

打突が無い。実技合格発表は会場で随時発表され、その中には残念ながら番号

がありませんでした。「不合格」。 
	
 自分自身が情けなく、落胆。これが六段初挑戦の現実でした。やはり１分間

を自分の時間にできなかったのは己のせい。この日から自分の「目指す剣道」

が変わっていったかと思います。 
 
七段に向けて【その２：今度こそ！】  
 
	
 落胆の夏から、同じ年の１１月２９日が来ました。３ヶ月で大きく自分の剣風が変化したと

は思いませんが、基本的な事を所属連盟の先生方、そして当地、藤井新二郎八段からご指導い

ただきました。その言葉は今でも鮮明に憶えています。 
「審査員にお尻を向けるな。（審査して頂いてるのに背を向けてどうする？）」 
「初太刀は必ずとれ！（二本目はない）」 
	
 そして、懇意にさせていただいている先生からは、 
「足は水面（みなも）を進む水鳥のごとく、お相手の見えないところでじりじりとかきながら

間合いに近づく！緊張感を持って立ち向かうこと！」 
	
 以上の様なことをご指導いただきました。今回は東京武道館。 
ぎりぎりの時間まで素振りし、立ち会い、お相手は気にしないようにして集中していました。 



ところが、私を必死に高校生らしきスタッフが血相変えて呼びに来た。何だろう？。すると 
「すぐ始まるので支度して並んでください！」 
「わぁ~^ 」^ 
前回の様な挨拶どころか、あわてて面をつけ、着装整え、何も考えられず、お相手の研究も何

もできず、ぶっつけ本番。椅子に腰掛けたと思いきや、瞬く間に審査開始。 
 
	
 一人目は身長が私より低く、やりやすい感じの方。練って間合いを詰めた。なぜかしらもう

気分は乗っていた。初太刀は面に。奇麗に完璧に抜けた感じがした。自分でも正直びっくり。

ここで何か吹っ切れた。「そうだ、高段者のよくやる擦り上げ技を表から」とスケベ根性。これ

がまた奇麗に決まり、真横の先生方をチラ見するほどの余裕。一瞬、鉛筆が動いた気がした。

ひょっとすると….そんな思いを馳せながら一人目終了。 
 
二人目はこの貯金があると思い、むやみにはでて行かなかったが、出ばなを捉えた面が炸裂。 
もうこれで審査に落とされたら仕方ない。「本望だ」そうまで思える内容でした。 
そして合格発表。武道館に貼り出された大洋紙（模造紙）をみると自分の番号が無い。 
	
 	
 	
 	
 「あー…ダメか…」 
、またイチからだな……と思った瞬間。上のギャラリーに居た知り合いから 
「天ちゃん、どこ見てるの？ここ！ここぉ~！」 
「なに？	
 お~っ！あった、あった、ホントにあった！」 
この感激はいまでも忘れません。全身に電気が走るような、身体の震えが止まりませんでした。 
そして同じ組の一人目のお相手も実技合格し、揃って形審査に臨みました。 
とまぁこんな合格の状態でした。この時は、ご指導いただいた全ての皆様方に感謝の日であり

ました。と同時に、このまま七段審査受けさせて欲しいという勝手な欲望が…(笑)。 
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ※ 
 
七段に向けて【その３：狙うは一発合格でしたが….】  
 
	
 ようやく七段の受審資格が巡ってきました。しかし、昨年１１月、あえなく

七段審査の一回目不合格でした。５５歳以上は受付が午前１１時。会場は日本

武道館でした。 
	
 今思い出しても正直、「不甲斐無い」のその一言です。この時、運良く、以前



稽古いただいたことのあるネットでのお知り合いの東京の先生が仕事の時間を

割いてかけつけていただき携帯で撮影してくれていました。 
観ると自分の思っている姿とかなり違っています。 
「当たっていましたけどね….」「こちらに分があるんじゃないかなぁ~」。そん
な淡い思いもありましたが、動画を確認すると、ひとりよがりで、その思いは

は全く打ち消されました。簡単に言うと「打たされていて、気位が全くと言っ

ていいほど感じられない」。その一言です。自分には「何が何でも！合格するん

だ！」という「執念」が無かったんですね。思えば、とおりいっぺんの「かた

ちだけ」に固執していたような気がします。と同時に、前日の六段審査、そし

て、審査当日の午前の早い時間の若手の七段審査を逆に観過ぎてしまっていた

ような気もしました。勿論、観ることはいいと思いますが、その時点では、目

の前で立ち会いしている方々は、実際、合格した方なのかどうかは分かりませ

ん。参考にしていいのは、礼法、蹲踞からの打突へ移る際の持ち込み方くらい

でしょうか。 
 
 
	
 とにかく立ち会いの前から審査は始まっています。集中すること。自分がい

ままでやってきたこと、指導されたこと。もちろん、自分にも長所もあるでし

ょう。しかし、短所、すなわち「悪い」ところを出さずに、審査員の先生方に

観ていただくことに集中すべきなのです。 
 
この時の審査では、同郷から受審した先生が合格。私の五段の時のお相手で、

その時はお互い合格し、さらに六段も同時に合格、そしてこの七段はと言えば

彼だけ一発合格でしたが私だけ….正直焦らないはずはありません。羨ましい…..
剣道形の受審に向かう彼らの誇らしい後ろ姿を見送り、顔が引きつって笑えな

い自分がそこにいました。彼からは、 
「どうしていきなり胴なんか狙うの？」 
「なぜか返し胴の残像が頭の中に残っていて….気がついたら胴を空振りしてた
…」と返答するのが精一杯。呆然としていました。 
違いは何なのか….自問自答です。稽古量は彼より少ないはずは無い。ではいっ
たい？……悩む日々がずっとずっと続きました。 
自分には何が足りないんだろう？もう一度言われたことを振り返ることにしました。 
 



七段に向けて【その 4：自分を変えないと…】  
	
  
 
その後は、懇意にしている道場の高段者に稽古をいただき、また稽古した先生方に積極的に御

意見を求めました。私が頂いた生の御意見ですが内容をざっとまとめてみました。 
 
① 六段は合格したのだから、引き技。あまし技は審査の対象の技としては点数ゼロ。ゆえに

相手が出てきたあとでの「うしろ」での勝負はしない事。意味が無い。 
② 脇を締める。それにより右腕の曲がりを保ち、伸びきらない様にする事。むしろそのほう

が相手は打ち込んだ時の「伸び」を感ずるであろう。 
③ 構えて相手の間合いに入ったら左足をいつでも打ち込める形にしておく事。不用意に動か

すと足の運びを逆に相手に盗まれる。 
④ 七段に限らず、審査はまずは「初太刀」を取る事。すなわち初太刀は取らせない事。初太

刀の１本目は相面で良し。必ずしも有効打にならなくても良し。だが取られてはいけない。

真ん中は胴でも、小手でも良いが、最後は面で決める事。面は審査のセオリーでもあり約

束事ともいえる。 
⑤ 丹田に力を込める。そうすることで姿勢も安定する。左手が浮くような事も無い。 
⑥ まずは声。伸ばすこと。伸ばす事により、己がより打ち切れて残心もしっかりとれるはず

だ。 
⑦ 相手に乗られたら、乗り返すこと。絶対下がらない。下がるとしても相手の竹刀をさばく

様にし、直線的には絶対下がらない。 
 

 
六段審査の時もそうでしたが、剣道日本から発売の「剣道昇段審査」（吉山	
 満先生著書）を読

んでいます。DVD付きですが何度も何度も稽古方法、審査に関する気の持ち方を自分なりに稽
古に活かすべく取り組んできました。しかし、まだまだです。時間があっても普段の稽古に活

かすには自分が置かれている生活の中では限られています。これは社会人のみなさん全般に言

えることでもありますが、時間の作り方、過ごし方を自分なりに考える必要があります。 
しかし、その中で重要なことがありましたのでご紹介致します。 
 
 
 
 



 
 
【立礼～蹲踞の稽古】 
三歩前進から蹲踞して立つまでの動作は非常に大切です。そこにその人の「位」が表れるから

です。その人が正しい剣道を身につけているか、良き師匠、指導者に巡り会えているかがうか

がえる局面でもあり、私個人としては、審査の合否の判断材料として半分以上占めるとさえ思

っています。（剣道昇段審査より） 
 
	
 私は、仕事柄夜勤も多いので、稽古量が限られます。その中でも、この立礼～蹲踞に関して

は、職場の自分の姿が写るガラスを前に、何十回も繰り返しました。またトイレの鏡の前では

構えと姿勢がどう審査員の先生方に写るのかを毎日毎日チェック……。稽古もできず悶々 とし

た日にはイメージトレーニングしかありませんでした。 
 
 

 
 
 
七段に向けて【その５：偽りの無い自分の気持ち】  
 
 
審査前日の気持ちを自分の Brogに書きました。この時の偽ざる気持ちです。 
 2014.05.09 
いよいよ明日名古屋で審査です。ついにというか、待ちに待ったとまでは

言いませんが、ついに迫りました。 
「稽古は思う存分、立ち会い稽古も、基本もしっかりこなして今回は万全

です！」 
なんてことは言えません（笑）。ですが４月は、稽古回数も１２回。自分にしては充実

していました。今回の名古屋受審七段は、新潟からは１０名若と聞いています。先日の

京都では六段合格者１名、七段は同じく１０名若受審しているけれども合格者ゼロと聞

いています。１８％と聞くとそんな厳しいほどではないような気にもなりますが、年齢

を顧みると、いささか厳しい数字とも言えます。会場のコートごとに途中で発表される

合格者発表の瞬間は本当に緊張の一瞬です。 



	
 	
 今日は夕方の便で名古屋に向かいますが２３歳から二年半住んでいた地でもあり

ます。また、江南市剣道連盟で稽古させていただいた縁もあり、そして、四段を受審し

てその間、２度不合格になり、「やってられん！」とばかり、やけになり、剣道から離

れ、自分に負けた地でもあります。言わば「リベンジ」を果たす気持ちで臨みます。そ

して「いい思い出の地に、そしてゲンのいい地に」換えたい明日でもあります。 
今晩は、前回の反省をもう一度思い出し、何が足りなかったのか、審査員はどういう目

で、受審者を観ておられるのか、何を期待し、どういう立ち振る舞いをすればいいのか

をよく考えたいと思います。死に物狂いで自分と向き合い、戦ってきます。 
 
七段に向けて【その６：そして合格】  
 
2014.05.10 
朝、６時前に起床しました。どなたかの合格手記を読んだ際、朝、神社を「参

拝」すると非常に力を頂いて結果も良かったと記していました。お賽銭も 100
円、200円ではいけない。500円以上じゃないとと記していたような….。（笑） 
少しでも自分に対する不安を払拭し、心が晴れた状態で審査に臨めるならば

と私も是非ともと思い、「熱田神宮」に行きました。参拝はこれで二度目です。 
 
（上にも書きましたが、二年半私は愛知県の江南市に住んでいて、実は結婚

する際、彼女のご両親が、名古屋に出向いてこられ、承諾をもらう寸前にここ

を訪れていました。実家が神社で、若かりし頃、親父さんが２年間修行の場所

だったのがこの熱田神宮というのを聞かされていました。） 
 
名鉄でふた駅。天気も良く、杜に囲まれた地は、本当に気持ちも良く、心か

ら「合格祈願」をさせてもらいました。その後ホテルに戻って朝食。11 時半の
受付に間に合うように 9時半に会場へ向ったのでした。 
	
 場所は「枇杷島スポーツセンター」。 
10時前に到着。会場は二階になるため、一階でうろうろしていると、「おや？」 
な、な、なんと、神奈川の土田先生だ。中１の秋の新人戦（公式戦）初の試合相手だった方。 
お父様の都合で、引っ越され中２の時以降は同じ地区では彼とはずっと顔合わせはありません

でした。が、のちに再開。まさか、その彼とここでお会いするとは・・・。こちらは 2 回目の
受審。彼は初めての挑戦です。 
 



会場はすでに５５歳以下の「若手」の審査中で６会場。年齢的には、６コート目の方々 の剣風

が我々 に一番近いはずとばかり観ていました。前回の日本武道館とは違い、声が審査の先生方

に幾分か届きやすい感じがし、私には、凝縮された少しばかり「アットホーム」と言えば語弊

ありますが、なんだか「きょうは観ていただけるのではないか？」という感覚に思えました。

そんなさなか彼が、 
 

	
 	
 	
 「	
 審査は、判定の下らない“試合”ですからね	
 」 
「おおっ！！」 
この一言で全身に電気が走りました。スイッチが入り、何か「いつもの自分でいいんだ！」と

思えるようになりました。いままでやってきたことを素直に出そう。そんな気持ちになりまし

た。剣友とはいいものですね。時として背中を大きく押してくれます。 
 
５５歳以上がスタート。３組目。A.。彼は偶然の同じ組 C。同じ組でありながらも当たりませ
んが、一部始終お互いの立ち会いは観れます。 
 

A-B 、  C-B 、  C-D 、   A-D、の順です。 
 

一人目。とにかく面を限りなく追求してきたことを出そう。そう思い、審査開始。 
一番いい自分の「立ち姿」を演出。ありったけの力で声を出し、中心を割るんだと

いう気持ちを全面に出しました。時間にして１２~１３秒過ぎ、どうしても左に先生方を意識

するので、裏からの面。たぶん裏のはずです。これは無意識ですが、出ようとするそこを面で

捉えました。感触あり。ここで、取り返されては意味が無い。さらに気位をと思い、声を全面

に出し、二本目の準備。胴打ちは避けよう。「逃げ」に思われたら終わりだ。引き出しての胴な

らいいが…..。その後もう一度面に出た。感触あり。そして出小手も。 
この１分半で３本。 
「それまで！」 
の声で我に返り、慎重に礼をして終了。気を抜いてはいけない。 
そして同じそのお相手Bの人とCの土田さん。そして土田さんとD。ああ、次はこのDの方と
だな…..。ここはよく観ておかないと。最初の興奮も冷めない中、Cの土田さん、心おきなく普
段通りの運びの様で手数も多い。だがこのお相手、タイミングが少し違う感じがした。 
続いて最後は A-D。自分の番だ。もう無我夢中。一人目の貯金を吐き出すわけにはいかない。



上背があるがどうも「ぴりっ」とした打突が生まれない。何かが違う。傍目には五分だったか

もしれない。お互い完璧な有効打は無かったような気がしました。しかし、打たれず、打たさ

ず。のような内容でした。その後Bの方（愛知の先生）がご挨拶に来られ「完璧にやられまし
たなぁ~」と言っていただき恐縮してしまいました。 
 
そしていよいよ発表。番号を隠し伏せながら目の前を通り過ぎ、担当者が壁に貼る。胸の鼓動

は最高潮に。 
 
 
 
「あった！俺の番号あったよ！」同時に土田さんが「あった“あった！」おー、同じ組で２人

の合格だ。もう一目をはばからず二人抱き合いました。そして顔を見合わせもう一度。 
いいおっさんが二人。本当に感謝でした。協力してくれた家族にも。 
しかし、まだ剣道形の審査が残っている。気を緩めることなく臨まないと。そう言い聞かせ誇

らしい気持ちが混ざる中、下の階の別会場で各６組での形審査でした。余韻に浸る間もなくや

ってきたことをだそう、それだけでした。結果は不合格者は無し。終了。 
 
	
 同じ新潟から来られ合格した６９歳のI先生に「おめでとうございます」とご挨拶。 
「いやぁ~私なんか１０年受け続けてますからね…..」と笑顔ではあるものの感慨深げ。 
本当に大変な努力をしてここに臨んできておられるんですね。あらためて厳しい関門だったこ

とを感じました。 
 
しかし、これからがさらなる修行です。七段取得と同時にあぐらをかいて「下手になる先生」

もいるらしいのです。また高段者扱いされて、逆に若い五段、六段に打たれ、自信を無くし稽

古から遠ざかる先生も少なくないのだとか….。 
 
速い剣道、若い剣道にどう対処し、どう攻略していけばいいのか今は全く分かりません。しか

し、素晴らしい高段者の諸先輩に見習い、自分自身を高めて、信じて前に進んでいけたらと思

います。 
	
 ひとつ、自分が感じたことを申し上げます。ネット上の審査会の動画もご覧になると思いま

すが(YouTube等)、六・七段だけでなく、「八段審査」も是非ご覧いただいたほういいと思いま
した。会場の静寂な中で、 



「0.8％の合格率の中での気を出し切る攻防」がきっと貴殿の心を揺さ
ぶってくれると思います。 
 
 
 
 
 
	
 最後までつたない手記をお読みいただきありがとうございます。 
これから上を目指す皆様方、そして将来を背負う剣士の皆様方のお役に立てる事を祈念しまし

て結びのご挨拶とさせていただきます。 
	
 どこかでお会いしましたら是非お声をかけてくださいませ。ご拝読いただきまして誠にあり

がとうございました。 
 
 
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 平成２６年５月２８日（2014年） 
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 （HN 天一致） 
 


